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一戸町観光地域づくり戦略　概要

　一戸町観光地域づくり戦略は、一戸町総合計画で掲げる一戸町が
目指す姿を実現するために、観光に着目して策定したものです。
一戸町の地域資源（自然・歴史文化・産業・人）をいかした交流
人口の拡大や旅行消費による地域経済の活性化を目指し、以下の
�点を戦略の目的として定めています。

１．一戸町が観光やまちづくりで活用していくことができる
　地域資源を的確に理解・把握する。
２．地域の課題を「旅」や「誘客」で解決できる地域主導の
　持続可能な仕組みを構築する。
３．地域内関係者の役割分担や KPI が明確な、一戸町が目指
　したい姿に向かって課題を解決していくための判断基準と
　する。

目指したい姿
縄文から育み自然環境と共生してきた
持続可能なまちに誇りを持ち、
世代や地域を超えた交流が

来訪者と共にできる心豊かなまち
一戸町は豊かな自然環境と共に、縄文から歩んできた
人々の暮らしと、地域が育んだ文化、その積み重ねの
歴史がある。この持続可能なまちに町民が誇りを持ち、
世代や地域を超えた交流を来訪者と共にすることで
心豊かなまちを目指したい。

ターゲット像

戦略の方向性とアクションプラン戦略推進のロードマップ

��

�� ��

��

��

����

��

����

縄文から続く一戸町ならではの
ストーリーを生かした地域ブラン
ディングの推進

観光地域づくりを推進していく
ための組織づくり

住民理解を促進するための
プログラム構築

地域内資源維持に係る取り組みの
促進

地域内事業者との連携を促進する
ためのビジネスコミュニティの
形成

地域資源を活用した売り手の顔が
見える流通の仕組みづくり

地域の魅力を向上させるための
一戸町の観光地域づくりを支える
人材の育成
一戸町というコミュニティを活用
した関係人口の構築

ビジネス・経営の視点を持った
人材の育成��

宿泊を伴う旅行に向けた施設改修や
新たな宿泊の仕組みづくり

売り物とターゲットが明確な市場を
見極めた商品開発・販売促進と
情報発信

戦略の方向性となる４つの柱に基づき、課題解決の具体策となるアクションプランを
それぞれ紐づけています。
目指したい姿を実現するために、戦略の方向性を踏まえてアクションを実行します。
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【柱４ ビジネス戦略】

一戸町の魅力を未来へ繋いで
いくためのお客様

教育旅行・遠足等の学校・
園内行事をきっかけに
来訪する子供たちと

先生方

個人旅行であっても、幅広い
世代や複数人で来訪するお客様

岩手県立児童館いわて
子どもの森に来訪している

お客様

近くに住んでいるのに
「意外と知らない」という
気づきがあるお客様

岩手県内及び隣県の居住者

一戸町の中に「日本No.�」を
感じてもらえる可能性のあるお客様

訪日外国人旅行者
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収穫

観光地域づくり戦略の
検討と策定

観光地域づくり戦略
運営体制整備

各アクションプランの
事業計画策定と実行開始

市場から評価されるものを
マーケティングし商品化

サステナブルな経営を行い、
将来へスケールアップさせる

基盤的方向性ー観光地域づくりを推進していくために必要になる、一戸町のブランディングと来訪者と地域をつなぐ推進体制の整備を明示したもの　

地域の活用を重要視し、さらに結びつきや地域住民の誇りを高める戦略と、
地域資源を活用して一戸町を舞台にビジネスを生み出す戦略を明示したもの戦略的方向性ー

【柱１ 推進モデル設定】
観光地域づくりを推進していくための一戸町民の
共通認識となる世界に誇れるテーマの設定

【柱２ 推進組織の構築】

地域内事業者との連携をベースに推進組織を整備

観光地域づくり戦略の策定

【柱３ コミュニティ戦略】

コミュニティを繋ぎ、地域資源を活用した地域活性を推進

地域資源を経営資源として捉え、誘客・交流をきっかけに地域の産業を強化


